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○ユースリサーチプロジェクト in 藤前干潟 

・日時    201６年１２月１８日（日） 

・会場    藤前活動センター（名古屋市港区藤前） 

 2016 年 12 月 18 日、名古屋市港区のラムサール条約登

録湿地「藤前干潟」において、4 箇所目となる「ユースリサー

チプロジェクト」を実施しました。 

藤前干潟は、ユースラムサールジャパンの第 1 回の交流

会開催地。かつてはゴミの最終処分場予定地として埋め立

ての危機にありましたが、市民による長年の保全活動により

1999年に埋め立て計画は中止。2002年にはラムサール条

約に登録され現在に至っています。旅鳥であるハマシギや

ダイシャクシギ、ダイゼンなどのシギ・チドリ類の重要な中継

地のひとつであり、ヤマトオサガニ、アナジャコ、トビハゼと 

いった底生生物の貴重な生息地でもあります。周囲を大規模

な港湾施設や工場に囲まれた、大都会に残された「生きもの

たちのオアシス」というべき場所です。 

いまは埋め立て地に囲まれポツンと藤前干潟だけが残さ

れていますが、かつてはその周囲に 10 倍以上の面積の干

潟が広がっており、そこは漁師たちのかっこうの漁場となって

いました。そんな干潟や遠浅の海で漁業を営んでいた元漁

師の犬飼一夫さん（昭和 6 年生まれ。名古屋市中川区下之

一色町在住）に、かつての漁業の様子や名古屋港の歴史に 

ついて取材しました。取材の成果はポスターにまとめ、ユースラムサールジャパンのホームページにアップされ

ています。ぜひ、ご覧ください。 

【参加者レポート】 

○名古屋港に犬飼さんみたいに「最後の漁師」と呼ばれる人がいることを、この取材の機会があるまで知らな 

かった。だから、今回、実際に体験した話を人から間接的に聞くんじゃなくて、直に体験に近い話を聞くことが 

できて、とても貴重なことが学べてよかった。犬飼さんの話をもっとたくさんの人に知ってほしいと思った。 

○今回、名古屋港最後の漁師、犬飼一夫さんにお話を伺い、昔の漁師さんはとてもたいへんだということを 

知った。犬飼さんは最後まで漁師を続けたということを知り素敵だと思った。 

埋め立て地に囲まれた藤前干潟 

犬飼さんに取材中 
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○ユースリサーチプロジェクト in 那覇・漫湖 

・日時    ２０１７年３月１１日（土）～１３日（月） 

・会場    漫湖（那覇市・豊見城市）、慶良間諸島海域（島尻郡座間味村） 

 2017年 3月 11日～13日、沖縄県那覇市と豊見城市にまた

がるラムサール条約登録湿地「漫湖」において、5 箇所目とな

るユースリサーチプロジェクトを実施しました。 

 漫湖は那覇市の中心部や空港からも近く、日本のラムサー

ル条約登録湿地としては比較的アクセスのよい場所にありま

す。また、本州の他の干潟同様、シギ・チドリ類の中継地、越

冬地として重要な湿地ですが、その環境は大きく異なり、干潟

にはマングローブ林が広がり、トントンミー（ミナミトビハゼ）など

本州には生息していない生物も生息しています。その一方で

漫湖では様々な問題を抱えています。現地を見学し、那覇市

役所の方にインタビューすることで、漫湖の魅力や問題点を取

材しました。 

 また、漫湖の取材の後は、那覇から一番、近い離島であり、

ラムサール条約登録湿地でもある慶良間諸島海域の「座間味

島」に渡り、シュノーケルやホエール・ウォッチングを体験。 

「慶良間ブルー」と呼ばれる美しい海とサンゴ礁。ザトウクジラ

がやって来る海を体験しました。また、合わせて、座間味村役

場の方や座間味村ホエール・ウォッチング協会の方などにもお

話を伺い、座間味島における海の環境保全への取り組みや、 

ザトウクジラへの配慮などを取材しました。 

【参加者レポート】 

○今回、私は、実際に漫湖の湿地を観察した際に見た生活ご

み投棄の量や、すぐ近くにまで 迫ってきている住宅地やビル

の立地状況に大変驚いた。日本を代表する美しい島である沖 

縄が、２０１７年 春、ここまで自然が失われていたという衝撃と、

生活の便利さを追い求めるあまり、開発を喜ぶ人々の影で怯

える小さな生き物たちを思うと、静かに哀しみが込み上げた。

本来、漫湖が持つ美しい自然や、そこで健気に安全に生きよう

とする生き物たちの 住処を取り戻すために、私たちにできるこ 

ととして、もはやエコクラブの活動だけでなく、学校等の教育機

関からも、その大切さを発信し、環境についての学びの保障を

していくこと が、今後さらに重要だと感じた。 

○那覇市役所の賀数さんに「何を伝えたいですか？」と聞いた

とき「漫湖のことをよく知らずマングローブを植林してしまって

問題になっているから、まずその環境をよく知って、理解してほ

しい」と話していて、今回、直に漫湖のマングローブを見られて、

話しを聞けて、とてもよかったです。 

那覇市役所の賀数さんに取材中 

漫湖見学中 

座間味島の海 

座間味村ホエール・ウォッチング協会の 

大坪さんに取材中 


